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鴫山城跡大手 

田出宇賀神社 
宮本館跡 

旧南会津郡役所 
鴫山城Ｐ。トイレ 

田部原館跡 

水無川 

大川（阿賀川） 

荒海川 

徳昌寺 
長沼氏の墓所 

愛宕神社 

御蔵入交流館 
祇園会館 

古町 

折橋館跡 

大国実頼時代の南山 

豊
臣
秀
吉
が
天
正
十
八
年

に
通
っ
た
「
太
閤
道
」 

鴫山城跡 

鶴ケ渕防塁跡 

山王峠陣跡 

山王峠馬頭観音 

『
新
編
会
津
風
土
記
』
に
よ
る
と
、
江
戸
時

代
は
、
山
王
峠
の
源
流
か
ら
田
島
ま
で
は

「
荒
海
川
」
、
田
島
か
ら
下
郷
町
の
鶴
沼
川

と
の
合
流
点
ま
で
を
「
大
川
」
、
合
流
点
よ

り
日
橋
川
と
の
合
流
ま
で
を
「
鶴
沼
川
」
と

呼
ん
で
い
ま
し
た
。
『
会
津
鑑
』
に
よ
る
と

「
揚
川
」
（
阿
賀
川
）
と
は
、
尾
瀬
沼
か
ら

只
見
ま
で
を
指
し
、
只
見
か
ら
坂
下
の
片
門

ま
で
を
「
只
見
川
」
、
会
津
坂
下
町
片
門
か

ら
日
橋
川
と
の
合
流
ま
で
を
再
び
「
揚
川
」

（
阿
賀
川
）
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。 



 

長
沼
氏
が
小
山
氏
に
属
し
て
い
た
鎌
倉
時

代
、
居
城
と
し
て
い
た
長
沼
城
跡
。
現
在
は

天
台
宗
宗
光
寺
の
境
内
で
、
北
と
西
、
東
に

土
塁
と
堀
跡
の
一
部
が
残
り
ま
す
。
南
西
約

18
キ
ロ
に
は
、
同
じ
小
山
一
族
と
さ
れ
る
河

原
田
氏
の
本
拠
地
が
あ
り
ま
す
。 
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南
会
津
の
南
東
部
を
支
配
し
た
長
沼
氏
は
、
鎌
倉
時
代
『
長
沼
系
図
』
に
よ
る
と
、
下
野
国

(

栃
木
県)

小
山
城(

別
名
は
祇
園
城)

を
本
拠
と
す
る
小
山
光
政
の
三
男
で
、
正
応
二
年(

一
一

六
二)

に
生
ま
れ
た
長
沼
宗
政
を
祖
と
さ
れ
ま
す
が
、
確
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
栃
木
県
真
岡

市
長
沼
の
宗
光
寺
が
長
沼
氏
の
館
「
長
沼
館
跡
」
で
、
土
塁
と
堀
跡
の
一
部
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

田
島
地
方
が
文
献
に
登
場
す
る
の
は
、
『
園
城
寺
文
書
』
正
応
元
年(

一
二
九
九)

、
鎌
倉
幕

府
が
「
陸
奥
長
江
庄
以
下
の
地
を
長
沼
宗
秀
に
安
堵
す
る
」
と
あ
る
の
が
最
初
で
す
。
正
和
元

年(

一
三
一
二)
の
『
長
沼
文
書
』
「
長
沼
宗
秀
が
奈
良
原
郷(

下
郷
町
楢
原)

の
地
頭
職
を
長
沼

又
五
郎
宗
実
に
譲
る
」
か
ら
、
長
沼
氏
は
、
下
郷
町
楢
原
付
近
の
長
江
庄
へ
鎌
倉
時
代
末
に
は

来
て
い
た
よ
う
で
す
。
武
士
が
、
北
九
州
で
元
寇
を
防
い
だ
弘
安
の
役(

一
二
八
一
年)

後
、
論

功
行
賞
が
停
止
さ
れ
る
の
に
伴
い
在
地
支
配
が
強
化
さ
れ
る
時
期
と
合
い
ま
す
。
南
北
朝
時
代

『
伊
達
文
書
』
に
よ
る
と
、
建
武
元
年(

一
三
三
四)

に
は
後
醍
醐
天
皇
か
ら
所
領
安
堵
状
が
長

沼
宗
実
に
出
て
い
ま
す
。
観
応
二
年(

一
三
五
一)

『
長
沼
文
書
』
に
よ
る
と
、
長
沼
高
秀
が
北

朝
方
の
結
城
朝
常
に
尽
力
を
依
頼
し
て
い
る
こ
と
か
ら
長
沼
氏
は
北
朝
方
に
属
し
て
い
ま
し
た
。 

 

鴫
山
城
の
名
は
、
『
異
本
塔
寺
長
帳
』
文
和
二
年(

一
三
五
三)

「
田
島
村
鶖
（
し
ぎ
）
山
の

城
を
秋
山
城
に
改
め
る
」
と
あ
り
ま
す
が
確
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
田
島
は
、
応
享
四
年(

一

四
三
二)

田
島
下
塩
江
の
鷲
神
社
鰐
口
銘
に
「
奥
州
長
江
庄
田
島
郷
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
室

町
時
代
前
半
に
は
定
着
す
る
よ
う
で
す
。
城
下
町
の
発
祥
は
「
古
町
」
と
呼
ば
れ
る
市
街
地
北

東
、
国
道
一
二
一
号
線
東
側
、
北
下
原
付
近
で
す
。
そ
の
西
側
に
は
、
宮
本
館
跡
、
水
無
川
越

え
た
東
に
は
田
部
原
館
跡
、
北
に
は
折
橋
館
跡
が
あ
り
ま
す
。
長
沼
氏
時
代
初
期
に
は
、
館
と

町
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
室
町
時
代
に
、
現
在
地
へ
移
転
し
た
よ
う
で
す
。 

 鴫山城には、17世紀前半
に描かれた「田島古絵図」
（上）から重層の門と石垣
があったことがわかります。
「田島邑古城之図」（下）
から、城と城下町を区切る
堀が北側に存在したことが
わかります。 

鴫山城跡の範囲 

栃木県真岡市の長沼城跡 

 

長
沼
氏
の

墓
所
は
、
山

寺
の
徳
昌
寺

に
あ
り
ま
す
。 

鴫山の伝説となった湿地が区域（推定） 

長沼氏が葦名氏と戦った時に鴫が湿地に舞い降り、
布を加え山に停まり、勝利に導いたという。 
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大手口の石垣と堀跡 
重層の櫓があったと推定される 

主水曲輪の石垣 

 山頂にある「愛宕神社」。
愛宕権現は、火伏の神で
あり、戦の神でもあります。
南会津には、愛宕神社が
たくさん祀られ、そこには山
城が伴うことが多い。その
中心的な山城・神社として
「鴫山城」が拠点となってい
ました。 

 

鴫
山(

し
ぎ
や
ま)

城
跡

は
、
長
沼
氏
が
十
五
世
紀

頃
、
愛
宕
山
頂
に
築
い
た

山
城
で
す
。
北
を
大
手
口

と
し
、
山
麓
に
城
下
町
が

あ
り
ま
す
。
南
側
は
、
急

な
尾
根
で
、
東
は
崖
と
な

り
、
西
は
尾
根
で
区
切
ら

れ
て
い
ま
す
。
北
側
だ
け

に
開
け
、
平
場
や
土
塁
、

石
垣
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）

直
江
兼
続
の
弟
、
大
国
実

頼
に
よ
っ
て
二
重
土
塁
で

区
画
さ
れ
た
総
構
え
の
城

に
大
改
修
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
再
蒲
生
の
時
代

に
も
改
修
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

天
守
閣
に
相
当
す
る
重

層
の
櫓
は
、
主
水
曲
輪
に

あ
り
ま
し
た
。
生
活
の
中

心
は
上
千
畳
・
下
千
畳
で

す
。 
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「防塁」「二重土塁」 
 戦国時代に築かれた人馬の進行を防ぎ、弓と鉄
砲で狙うために空堀と土塁によって築かれた防御
遺構で、土塁は、前面に低い土塁が伴うもので、
二重に造られています。慶長5年（1600）には、
上杉景勝・直江兼続によって、徳川家康の上杉討
伐に対抗して、福島県内外の峠に多数築かれてい
ます。母成峠防塁跡、馬入峠防塁跡、鶴ケ渕防塁
跡、革(皮)籠原防塁跡、九々布城跡、鴫山城跡、
佐竹氏陣跡、向羽黒山城などにあります。 


